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坂下宿の町並み 一つ手前の関宿とはある意味で対照的な風景の坂下宿の風景。静かな里の風景を
見ながら東海道有数のにぎやかだった往時の宿場町に思いを馳せるのもいい。

鈴鹿峠自然の家（旧坂下尋常高等小学校）
昭和13（1938）年に建てられた小学校で、
昭和54（1979）年に廃校になってからは公
民館などに活用され、現在は青少年のため
の宿泊研修施設として使われている。国の
登録有形文化財（建造物）。

法安寺 山門
松屋本陣の玄関の門を移築した唐破風造りの山門。往時の
華やかさが偲ばれる。

人気連載「東海道五十三
次を往く」が待望の書籍
化！写真をより大きく使
い、迫力や臨場感を増し
て、現代の東海道を紹介
している。定価は1,650
円（税込）。お求めは全国
の書店、ネット通販など
から。

「写真でたどる、現代の東海道五十三次を往く」
上巻（日本橋～袋井宿）好評発売中！

下巻（見付宿～三条大橋）近日発売！

筆捨山
室町時代の絵師狩野元信が旅の途
中でこの山を描こうと筆をとった
が、あまりの素晴らしい景観に絵
を描くことをあきらめて筆を捨て
たということから「筆捨山」の名が
付いたという。広重の絵に描かれ
た茶屋はすでにないが、農家の建
物がどこかしら似た風景を作って
くれた。

鈴鹿馬子唄会館
民謡「鈴鹿馬子唄」や東海道に関
する資料などが展示されている。

松屋本陣跡
坂下宿の本陣は明治以降すべて取り壊さ
れ、この松屋本陣も跡地が小学校になり、
さらに廃校後の現在は公民館とバスの車
庫になっている。

歩く人も通り過ぎる車もほとんどないが、
道幅の広さが往時のにぎわいを今に伝えて
いる。




